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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　着色剤と、次式

の化合物を含むインク・ビヒクルと、を含む相変化インク組成物であって、
　式中、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3及びＲ4はそれぞれ独立に、置換アルキル基、非置換アルキル基、
線状アルキル基、及び分枝状アルキル基を含み、ヘテロ原子が中に存在してもしなくても
よく、９個から１５個までの炭素原子を有するアルキル基、置換アルキルアリール基、非
置換アルキルアリール基、線状アルキルアリール基、及び分枝状アルキルアリール基を含
み、ヘテロ原子がアルキル部分あるいはアリール部分の中に存在してもしなくてもよく、
９個から１５個までの炭素原子を有するアルキルアリール基、置換アリールアルキル基、
非置換アリールアルキル基、線状アリールアルキル基、及び分枝状アリールアルキル基を
含み、ヘテロ原子がアリール部分あるいはアルキル部分の中に存在してもしなくてもよく
、９個から１５個までの炭素原子を有するアリールアルキル基、または水素から選択され



(2) JP 5574255 B2 2014.8.20

10

20

30

40

50

、ここで、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3及びＲ4は同一又は異なることができるが、ただしＲ1及びＲ2の
両方が水素であることはできず、Ｒ3及びＲ4の両方が水素であることはできず、
　前記インク・ビヒクルは、少なくとも２５重量％存在し、
　式中、Ｘは炭素であり、ｉは３から５０までの間の整数であり、Ｙ及びＹ’はそれぞれ
独立に炭素及び水素原子から選択され、ｊは１から５０までの間の整数であり、ｊ’は１
から５０までの間の整数であり、Ｘに結合する全ての非水素原子についてΣＸi／ΣＹjＹ
’j'の比は０．１から１．５までであり、
　前記インクは、３５℃から１２０℃までの溶融温度と、１４０℃以下のジェッティング
温度における１００ポアズ未満の複素粘度と、２５℃における０．１ＧＰａを超える弾性
率とを同時に示すことを特徴とする相変化インク組成物。
【請求項２】
　前記相変化インク・ビヒクルが、次式

又は

の化合物を含むことを特徴とする請求項１に記載の相変化インク組成物。
【請求項３】
　（１）インクジェット印刷装置に、
請求項１に記載されている相変化インク組成物を組み込むステップと、
　（２）前記インクを溶融するステップと、
　（３）前記溶融したインクの液滴を基材上に画像様パターンで噴出させるステップと
を含むことを特徴とする方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
（背景技術）
　水素結合を通して自己集合できる分子が知られている。Ｒ．Ｐ．Ｓｉｊｂｅｓｍａ他，
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Ｓｃｉｅｎｃｅ，２７８巻，１６０１頁（１９９７年）の「４重水素結合を用いる自己相
補的モノマーから形成される可逆性ポリマー（Ｒｅｖｅｒｓｉｂｌｅ　Ｐｏｌｙｍｅｒｓ
　Ｆｏｒｍｅｄ　ｆｒｏｍ　Ｓｅｌｆ－Ｃｏｍｐｌｅｍｅｎｔａｒｙ　Ｍｏｎｏｍｅｒｓ
　Ｕｓｉｎｇ　Ｑｕａｄｒｕｐｌｅ　Ｈｙｄｒｏｇｅｎ　Ｂｏｎｄｉｎｇ）」において、
可逆的な自己集合ポリマー系における会合末端基として、強く二量化して４つの協同的水
素結合の自己相補的配列になる２－ウレイド－４－ピリミドンのユニットが使用されてい
る。結合部位を一方向性に設計することにより、制御されない多方向性の会合又はゲル化
が防がれる。２個及び３個の結合部位を有するモノマーから、線状ポリマー及び可逆性ネ
ットワークがそれぞれ形成された。寿命及び結合強度に対する熱的及び環境的制御により
、従来のポリマーには利用できない方法で、粘度、鎖長及び組成といった多くの特性を調
節可能にした。故に、熱力学的に制御された構造を有するポリマーネットワークを、可逆
的で温度依存性の強いレオロジーが極めて有利となるコーティング及びホットメルトにお
いて使用するために形成することができた。
【０００２】
　米国特許第６，３２０，０１８号の「超分子ポリマー（ｓｕｐｒａｍｏｌｅｃｕｌａｒ
　Ｐｏｌｙｍｅｒ）」には、４つのＨ架橋を介して連結し、異なる結合を介してそのポリ
マー内で結合するモノマー単位を含むポリマーが記載されている。Ｈ架橋を介する結合は
、既知の超分子ポリマーよりもかなり強い。
【０００３】
　米国特許第６，９０６，１１８号の「相変化インク組成物（Ｐｈａｓｅ　Ｃｈａｎｇｅ
　Ｉｎｋ　Ｃｏｍｐｏｓｉｔｉｏｎ）」には、着色剤とインク・ビヒクルとを含む相変化
インク組成物が記載されており、このインクは５０℃未満の温度では固体であり、１６０
℃以下のジェッティング温度では２０センチポアズ以下の粘度を示し、ここで、第１の温
度では十分な強度を有する水素結合がインク・ビヒクル分子間に存在するので、インク・
ビヒクルは水素結合した二量体、オリゴマー、又はポリマーを形成し、第１の温度より高
い第２の温度においては、インク・ビヒクル分子間の水素結合は十分に破壊され、第２の
温度では、第１の温度においてインク中に存在するものよりも少ない水素結合した二量体
、オリゴマー、又はポリマーがインク中に存在し、その結果、第２の温度におけるインク
の粘度は、第１の温度におけるインク粘度よりも低くなる。 
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　設計された固有の分子構造に基づいて、適切な弾性率を維持しつつ、制御可能な溶融温
度、粘度を有する超分子ポリマーを生成することが可能な相変化インク組成物が依然とし
て必要とされている。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本開示は、着色剤化合物と次式

の化合物を含む相変化インクビヒクルとを含有する相変化インクに関するものであり、
　式中、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3及びＲ4はそれぞれ独立に、置換及び非置換アルキル基、線状及び
分枝状アルキル基を含むアルキル基であって、ヘテロ原子がこのアルキル基中に存在して
もよく、１個から３０個まで、又は３個から１８個まで、又は９個１５個までの炭素原子
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を有するアルキル基、又は水素から選択され、式中、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3及びＲ4は同一又は異
なることができるが、ただしＲ1及びＲ2の両方が水素であることはできず、Ｒ3及びＲ4の
両方が水素であることができない。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００６】
　幾つかの実施形態において、Ｒ1は水素であり、Ｒ2は置換又は非置換アルキル基、線状
及び分枝状アルキル基を含むアルキル基であり、ヘテロ原子がこのアルキル基中に存在し
てもよく、このアルキル基は１個から３０個まで、３個から２２個まで、３個から１８個
まで、又は９個から１５個までの炭素原子を有する。
　幾つかの実施形態において、Ｒ3は水素であり、Ｒ4は置換又は非置換アルキル基、線状
及び分枝状アルキル基を含むアルキル基であり、ヘテロ原子がこのアルキル基中に存在し
てもよく、このアルキル基は１個から３０個まで、３個から１８個まで、又は９個から１
５個までの炭素原子を有する。
　幾つかの実施形態において、Ｒ1及びＲ3は水素であり、Ｒ2及びＲ4はそれぞれ、置換又
は非置換アルキル基、線状及び分枝状アルキル基を含むアルキル基であり、ヘテロ原子が
このアルキル基中に存在してもよく、このアルキル基は１個から３０個まで、３個から１
８個まで、又は９個から約１５個までの炭素原子を有する。
　幾つかの実施形態において、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3及びＲ4はそれぞれ、置換又は非置換アルキ
ル基、線状及び分枝状アルキル基を含むアルキル基であり、ヘテロ原子がこのアルキル基
中に存在してもよく、このアルキル基は１個から３０個まで、３個から１８個まで、又は
９個から１５個までの炭素原子を有する。
【０００７】
　Ｘは、炭素、ケイ素、酸素及び窒素原子、又はそれらの組み合わせから選択され、幾つ
かの実施形態において、Ｘは全体が炭素原子で構成されており、ｉは３から５０までの整
数であり、Ｙは炭素、ケイ素、酸素及び水素原子から選択され、幾つかの実施形態におい
て、Ｙは全体が炭素原子で構成されており、ｊは１から５０までの整数であり、Ｙ’は炭
素、ケイ素、酸素及び水素原子から選択され、幾つかの実施形態において、Ｙ’は全体が
炭素原子で構成されており、ｊ’は１から５０までの整数であり、Ｘに結合する全ての非
水素原子についてΣＸi／ΣＹjＹ’j'の比は０．１～１．５である。置換基のこの選択に
より、低溶融材料を与え、かつ比較的硬質であるが適度に可撓性の材料を生成するのに十
分な、二価連結基Ｘにおける分枝度が提供される。幾つかの実施形態において、Ｘは分枝
状ジイソシアネート又は分枝状ジイソシアネート誘導体である。
　好適なＸ基としては、（これらに限定されないが）１，４－ジイソシアナト－４－メチ
ル－ペンタン、１，６－ジイソシアナト－２，２，４－トリメチルヘキサン、１，６－ジ
イソシアナト－２，４，４－トリメチルヘキサン、１，５－ジイソシアナト－５－メチル
ヘキサン、３（４）－イソシアナトメチル－１－メチルシクロヘキシルイソシアネート、
１，６－ジイソシアナト－６－メチル－ヘプタン、１，５－ジイソシアナト－２，２，５
－トリメチルヘキサン、１，７－ジイソシアナト－３，７－ジメチルオクタン、１－イソ
シアナト－１－メチル－４－（４－イソシアナトブタン－２－イル）－シクロヘキサン、
１－イソシアナト－１，２，２－トリメチル－３－（２－イソシアナト－エチル）－シク
ロペンタン、１－イソシアナト－１－４－ジメチル－４－イソシアナトメチル－シクロヘ
キサン、１－イソシアナト－１，３－ジメチル－３－イソシアナトメチル－シクロヘキサ
ン、１－イソシアナト－ｎ－ブチル－３－（４-イソシアナトブト－１－イル）－シクロ
ペンタン、１－イソシアナト－１，２－ジメチル－３－エチル－３－イソシアナトメチル
－シクロペンタン、３（４）－イソシアナトメチル－１－メチルシクロヘキシルイソシア
ネート、トルエンジイソシアネート、メチレンジフェニルジイソシアネート、メチレンジ
シクロヘキサン４，４－ジイソシアネート、イソホロンジイソシアネート、二量体ジイソ
シアネート（ＣＡＳ番号６８２３９０６５）並びにこれらの混合物及び組み合わせが挙げ
られる。
【０００８】
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　超分子化学（分子間の非共有結合相互作用の化学）は、新たに出現しつつある用途を持
つ活動的な領域である。Ｍｅｉｊｅｒ及びその共同研究者らは、多点（４重）方向性水素
結合相互作用の使用を利用することによって、小分子に、ポリマーのような挙動を示させ
、ポリマーの特性（強く、プラスチック様）をとるようにさせることができる系を記載し
ている。
　これらの材料は従来のポリマーよりも優れているが、それは、非共有結合「ポリマー」
を互いに連結する水素結合は可逆的に形成及び破壊されることができ、その結果として粘
度が温度に強く依存する材料が得られるので、これらの水素結合材料における粘度を溶融
温度においてもっと低くすることができるからである。米国特許第６，３２０，０１８号
には、４つのＨ架橋を介して連結し、異なる結合を介してポリマー内で結合するモノマー
単位を含むポリマーが記載されている。Ｈ架橋を介する結合は、既知の超分子ポリマーの
場合よりもかなり強い。
　２００６年１０月３０日に出願されたＴｙｌｅｒ　Ｎｏｒｓｔｅｎ及びＰｅｔｅｒ　Ｇ
．Ｏｄｅｌｌの米国特許出願番号１１／５５４，４１０の「両親媒性分子を含有する相変
化インク（Ｐｈａｓｅ　Ｃｈａｎｇｅ　Ｉｎｋ　Ｃｏｎｔａｉｎｉｎｇ　Ａｍｐｈｉｐｈ
ｉｌｉｃ　Ｍｏｌｅｃｕｌｅ）」には、一価の性質を有する、すなわち各分子が１個の水
素結合含有複素環のみを含有する、水素結合含有複素環が記載されている。
【０００９】
　本発明の選択的に置換された相変化インク・ビヒクルは、低溶融固体インクを提供する
ために相変化インクに組み込むのに有用であり、二価架橋Ｘ部分の結果としての多点水素
結合相互作用を通じてインクの凝集性（ｃｏｈｅｓｉｏｎ）を増大する。相変化インク・
ビヒクルは、２個の水素結合含有複素環を架橋する二価Ｘ部分を提供する。架橋原子の数
が５０を超え、典型的には１００を超えるようなポリマー性架橋Ｘ部分を使用する他の関
連材料が既知である（Ｆｏｌｍｅｒ他、Ａｄｖ．Ｍａｔｅｒ．２０００年，１２巻，８７
４頁を参照のこと）。特定の場合には低溶融温度を得ることができるが、長いポリマー性
連結Ｘ部分のために粘度も同時に１２０℃で約１００ポアズを超える高さまで増大する。
本発明の相変化インク材料は、相対的に短い、すなわち３個から５０個までの原子を含む
短い分枝状の二価Ｘ部分を、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、及びＲ4に関する選択的な置換パターンと組
み合わせて含む。こうした設計特徴の組は、約１２０℃未満の低い溶融を提供し、対応し
て１２５℃にて約１００ポアズ未満の低粘度を提供すると共に、凝集性の固体インク材料
を提供する。例えば、本発明の相変化インク組成物は、３５℃から１２０℃までの溶融温
度と、１４０℃以下のジェッティング温度にて１００ポアズ未満の複素粘度と、１４０℃
以下のジェッティング温度にて１から１０，０００センチポアズまで、又は２から２０セ
ンチポアズまで、又は５から１４センチポアズまでの粘度とを示し、２５℃で０．１ＧＰ
ａを超える、又は０．１ＧＰａから４ＧＰａ以下の弾性率を示す。
　固体力学において、材料の剛性のレベルは、ヤング率又は弾性率として知られている。
シリコンゴムに基づくポリマーはそれ程硬質ではなく、比較的低い弾性率（例えば、０．
１ＧＰａ）を有する。ポリメチルメタクリーレート（ＰＭＭＡ）に基づくポリマーは、相
対的に硬質であり、比較的高い弾性率（例えば３．７５ＧＰａ）を有する。ポリエチレン
（低密度ポリエチレン、高密度ポリエチレン）に基づくポリマーは、０．３２から１．３
３までの範囲の弾性率値を有し（Ｋｌａｐｐｅｒｉｃｈ，ＡＳＭＥ　Ｊ．Ｔｒｉｂｏｌｏ
ｇｙ．，１２３巻，６２４頁を参照のこと）、相変化インクのために適切なレベルの硬度
及び可撓性（弾性率）を提供する。しかし、相変化インクに理想的に適した弾性率及び硬
度特性を有する高分子量ＰＥポリマーは、相変化インクに有用な粘度よりもかなり高すぎ
る粘度を有する。
【００１０】
　本発明の相変化インク組成物は、従来のポリマーに比べて低粘度の材料を提供し、これ
は、高分子量ＰＥと同様の増大したインク硬度を提供すると共に、インクに適切な可撓性
、すなわち０．１を超える、又は２５℃で０．１ＧＰａ以上４ＧＰａ以下、又は２５℃で
０．２ＧＰａ以上３ＧＰａ以下、又は２５℃で０．２ＧＰａ以上１ＧＰａ以下の弾性率を
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与えるが、それはＲ1、Ｒ2、Ｒ3、及びＲ4基に関する置換パターンと組み合わせた分枝状
二価架橋Ｘ部分の結果であると考えられる。
　本発明者らは、水素結合含有複素環の周囲の構成成分を選択することによって、すなわ
ち本明細書に記載されるようなＸ部分の選択と組み合わせて、１個から約３０個までの炭
素原子を有する長鎖アルキル基を含むＲ1～Ｒ4ための構成要素を選択することによって、
相変化インク材料の融点及び粘度を現在の相変化インク用途に使用するのに適した値まで
低下させることができることを見出した。この材料は、可撓性をより増大させることがで
きる（それによって容易に損傷し難くなる)。
　本開示は、固体インクプリンタの操作レジームにおいて溶融できる水素結合含有分子を
提供する。
　本開示のインク組成物は、３５℃以上、５０℃以上、７０℃以上、約８０℃以上の融点
を有し、１６０℃以下、又は約１４０℃以下、約１００℃以下の融点を有するが、融点は
これらの範囲外とすることもできる。
　本発明の相変化インクは、３５℃から１２０℃までの溶融温度、及び１４０℃以下のジ
ェッティング温度にて３０センチポアズ以下から２センチポアズ以上までの粘度を示す。
【００１１】
　実施形態は、これらに限定されないが、次式の化合物

、次式の化合物

、次式の化合物

、及び次式の化合物

を含有する相変化インク・ビヒクル材料を含む。
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【００１２】
　種々のＲ1、Ｒ2、Ｒ3及びＲ4基は、いずれかの適切な方法でピリミジノン構造上に配置
することができる。Ｒ1からＲ4までの置換は、例えば一価（本開示の二価とは異なる）の
複素環を記載する２００６年１０月３０日に出願されたＴｙｌｅｒ　Ｎｏｒｓｔｅｎ及び
Ｐｅｔｅｒ　Ｇ．Ｏｄｅｌｌの米国特許出願番号１１／５５４，４１０の「両親媒性分子
を含有する相変化インク」に記載されるようにして達成することができる。
　インク・ビヒクル材料は、いかなる適切な方法によって調製することもできる。例えば
、例えば実施例１、３又は５（後述）に記載されているような選択的に置換されたアミノ
ピリミジノンを、イソシアネート官能末端基を有する選択された二価の化合物と反応させ
ることができる。
　下記の反応スキーム、すなわち、次式

の二量体ジイソシアネートと
　次式

のアミノピリミジノン化合物とを反応させて、次式

の生成物を得るステップを含む反応スキームを選択することができる。
【００１３】
　本開示のインク組成物は、いかなる適切な方法によって調製することもできる。例えば
、インク成分は、共に混合された後、少なくとも１００℃、又は１４０℃以下の温度まで
加熱できるが、この温度はこれらの範囲外であってもよく、均質なインク組成物が得られ
るまで攪拌した後、インクを周囲温度（通常２０℃から２５℃）まで冷却することができ
る。本開示のインクは、周囲温度では固体である。配合プロセスの間、溶融状態のインク
を型に注ぎ、次いで冷却及び固化させてインクスティックを形成することができる。特定
の実施形態において、固体インクの２５℃での弾性率は０．１ＧＰａ以上４ＧＰａ以下で
ある。
　インク・ビヒクルンク・ビヒクル材料又はインク・ビヒクル材料の混合物は、任意の有
効量、通常少なくとも２５重量％、又は少なくとも５０重量％、又は少なくとも７５重量
％、又は９８重量％以下でインク中に存在するが、この量はこれらの範囲外であってもよ
い。
　本明細書に記載されるインク・ビヒクル材料は、インク組成物のための単独のインク・
ビヒクルとして機能でき、又は他のインク・ビヒクルが本発明のインクビビヒクルと組み
合わされて存在してもよい。
【００１４】
　天然ワックス、改質された天然ワックス、合成ワックス及びコンパウンド化ワックスを
含むワックス添加剤がインク・ビヒクルに添加されてもよい。
　天然ワックスは、植物性、動物性又は鉱物由来のものであってもよい。改質ワックスは
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、その性質及び特性を変化させるために化学的に処理されている天然ワックスである。合
成ワックスは、化学品の反応又は重合によって製造される。コンパウンド化ワックスは、
種々のワックスの混合物、又はワックスとそこに添加される樹脂又はその他の化合物との
混合物である。
　適切なワックスとしては、パラフィン、オレフィン、例えばポリエチレン及びポリプロ
ピレン、マイクロクリスタリンワックス、エステルワックス、脂肪酸及びその他のワック
ス状材料、脂肪アミド含有材料、スルホンアミド材料、異なる天然源（トール油ロジン及
びロジンエステル）から製造される樹脂状材料、及び多くの合成樹脂、オリゴマー、ポリ
マー、コポリマー並びにそれらの混合物が挙げられる。
　適切な相変化ワックスとしては、ヒドロキシル末端ポリエチレンワックス、例えば構造
ＣＨ3－（ＣＨ2）ｎ－ＣＨ2ＯＨを有する炭素鎖であって、鎖長ｎの混合物が存在し、平
均鎖長は１６から５０までの範囲のものと、同様の平均鎖長を有する線状低分子量ポリエ
チレンとの混合物が挙げられる。こうしたワックスの適切な例としては、それぞれＭｎが
ほぼ３７５、４６０、５５０及び７００ｇ／ｍｏｌに等しい、ＵＮＩＬＩＮ（登録商標）
３５０、ＵＮＩＬＩＮ（登録商標）４２５、ＵＮＩＬＩＮ（登録商標）５５０及びＵＮＩ
ＬＩＮ（登録商標）７００が挙げられる。
【００１５】
　その他の適切な相変化ワックスとしては、アルコールワックス、例えば水素化ヒマシ油
、１－オクタデカノール、１，１０－デカンジオール、及び１，１２－ドデカンジオール
が挙げられる。本明細書の相変化ワックスとして使用できる単官能性アルコールの他の例
としては、１－テトラデカノール、１－ペンタデカノール、１－ヘキサデカノール、１－
ヘプタデカノール、１－ノナデカノール、１－エイコサノール、１－トリコサノール、１
－テトラコサノール、１－ペンタコサノール、１－ヘキサコサノール、１－ヘプタコサノ
ール、１－オクタコサノール、１－ノナコサノール、１－トリアコンタノール、１－ドト
リアコンタノール、１－トリトリアコンタノール、１－テトラトリアコンタノールが挙げ
られる。ゲルベアルコール、例えば２－テトラデシル１－オクタデカノール、２－ヘキサ
デシル１－エイコサノール、２－オクタデシル１－ドコサノール、２－ノナデシル１－ト
リコサノール、２－エイコシルテトラコサノール、及びこれらの混合物もまた適切である
。適切なジオールとしては、１，８－オクタンジオール、１，９－ノナンジオール、１，
１３－トリデカンジオール、１，１４－テトラデカンジオール、１，１５－ペンタデカン
ジオール、１，１６－ヘキサンデカンジオール、１，１７－ヘプタデカンジオール、１，
１８－オクタデカンジオール、１，１９－ノナデカンジオール、１，２０－エイコサンジ
オール、１，２２－ドコサンジオール、１，２５－ペンタコサンジオール、及びこれらの
混合物が挙げられる。
　幾つかの実施形態において、相変化インクは、ウレタンワックス、アルコールワックス
、オレフィンワックス、又はこれらの組み合わせを含む。
　その他の適切な相変化ワックスとしては、カルボン酸ワックス、例えばＭｎがそれぞれ
ほぼ３９０、４７５、５６５及び７２０ｇ／ｍｏｌの、ＵＮＡＣＩＤ（登録商標）３５０
、ＵＮＡＣＩＤ（登録商標）４２５、ＵＮＡＣＩＤ（登録商標）５５０、ＵＮＡＣＩＤ（
登録商標）７００が挙げられる。
【００１６】
　ワックスは、ウレタンワックスであってもよい。これらの化合物は、イソシアネートと
アルコールとの反応生成物である。
　適切なイソシアネートの例としては、モノイソシアネート、ジイソシアネート、トリイ
ソシアネート、ジイソシアネートのコポリマー、トリイソシアネートのコポリマー、ポリ
イソシアネート、並びにこれらの混合物が挙げられる。モノイソシアネートの例としては
、ｎ－オクタデシルイソシアネート、ヘキサデシルイソシアネート、オクチルイソシアネ
ート、ｎ－及びｔ－ブチルイソシアネート、シクロヘキシルイソシアネート、アダマンチ
ルイソシアネート、エチルイソシアナトアセテート、エトキシカルボニルイソシアネート
、フェニルイソシアネート、アルファメチルベンジルイソシアネート、２－フェニルシク
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ロプロピルイソシアネート、ベンジルイソシアネート、２－エチルフェニルイソシアネー
ト、ベンゾイルイソシアネート、メタ及びパラ－トリルイソシアネート、２－、３－、又
は４－ニトロフェニルイソシアネート、２－エトキシフェニルイソシアネート、３－メト
キシフェニルイソシアネート、４－メトキシフェニルイソシアネート、エチル４－イソシ
アナトベンゾエート、２，６－ジメチルフェニルイソシアネート、１－ナフチルイソシア
ネート、（ナフチル）エチルイソシアネート、並びにこれらの混合物が挙げられる。ジイ
ソシアネートの例としては、イソホロンジイソシアネート（ＩＰＤＩ）、トルエンジイソ
シアネート（ＴＤＩ）、ジフェニルメタン－４，４’－ジイソシアネート（ＭＤＩ）、水
素化ジフェニルメタン－４，４’－ジイソシアネート（Ｈ１２ＭＤＩ）、テトラ－メチル
キシレンジイソシアネート（ＴＭＸＤＩ）、ヘキサメチレン－１，６－ジイソシアネート
（ＨＤＩ）、ナフタレン－１，５－ジイソシアネート、３，３’－ジメトキシ－４，４’
－ビフェニルジイソシアネート、３，３’－ジメチル－４，４’－ビメチル－４，４’－
ビフェニルジイソシアネート、フェニレンジイソシアネート、４，４’－ビフェニルジイ
ソシアネート、トリメチル－１，６－ジイソシアナトヘキサン、テトラメチレンキシレン
ジイソシアネート、４，４’－メチレンビス（２，６－ジエチルフェニルイソシアネート
）、１，１２－ジイソシアナトドデカン、１，５－ジイソシアナト－２－メチルペンタン
、１，４－ジイソシアナトブタン、二量体ジイソシアネート及びシクロヘキシレンジイソ
シアネート及びその異性体、ＨＤＩのウレチジオン二量体、並びにこれらの混合物が挙げ
られる。トリイソシアネート又はそれらの等価物の例としては、ＴＤＩのトリメチロール
プロパン三量体など、ＴＤＩ、ＨＤＩ、ＩＰＤＩのイソシアヌレート三量体など、ＴＤＩ
、ＨＤＩ、ＩＰＤＩのビウレット三量体、並びにこれらの混合物が挙げられる。もっと高
次のイソシアネート官能性の例としては、ＴＤＩ／ＨＤＩのコポリマー、及びＭＤＩオリ
ゴマー、並びにこれらの混合物が挙げられる。
　適切な官能化アルコールの例としては、１，４－ブタンジオールビニルエーテル、１，
４－シクロヘキサンジメタノールビニルエーテル、エチレングリコールビニルエーテル、
ジ（エチレングリコール）ビニルエーテル、グリシドール、３－メチル－３－オキセタン
メタノール、グリセロールジグリシジルエーテル、Ｃｒｉｖｅｌｌｏ及びＬｉｕ（Ｊ．Ｐ
ｏｌｙｍ．Ｓｃｉ．Ｐａｒｔ　Ａ：Ｐｏｌｙｍ．Ｃｈｅｍ．２０００年，第３８巻，３８
９－４０１頁）に記載されているように調製できる３，４－エポキシシクロヘキサンメタ
ノールが挙げられる。
【００１７】
　着色剤としては、インク・ビヒクルに溶解又は分散できる限り、染料、顔料、これらの
混合物を含むいかなる所望の又は有効な着色剤も使用できるが、アルコール（ｓｐｉｒｉ
ｔ）可溶性染料が適切な染料の例である。着色剤は、所望の色及び色相を得るために所望
される又は有効な任意の量でインク中に存在し、通常インクの重量に対して０．５重量％
以上、又は１重量％以上、又は１５重量％以下、又は５重量％以下であるが、この量はこ
れらの範囲外であってもよい。
　好適な顔料の例としては、バイオレット・トナー（Ｖｉｏｌｅｔ　Ｔｏｎｅｒ）ＶＴ－
８０１５；パリオゲン（Ｐａｌｉｏｇｅｎ）バイオレット５１００；パリオゲン・バイオ
レット５８９０；パーマネント・バイオレット（Ｐｅｒｍａｎｅｎｔ　Ｖｉｏｌｅｔ）Ｖ
Ｔ　２６４５；ヘリオゲン（Ｈｅｌｉｏｇｅｎ）グリーンＬ８７３０；アーガイル（Ａｒ
ｇｙｌｅ）グリーンＸＰ－１１１－Ｓ；ブリリアントグリーン（Ｂｒｉｌｌｉａｎｔ　Ｇ
ｒｅｅｎ）トナーＧＲ　０９９１；リソール（Ｌｉｔｈｏｌ）スカーレットＤ３７００；
トルイジンレッド（Ｔｏｌｕｉｄｉｎｅ　Ｒｅｄ）；スカーレット・フォー・サーモプラ
スト（Ｓｃａｒｌｅｔ　ｆｏｒ　Ｔｈｅｒｍｏｐｌａｓｔ）ＮＳＤ　ＰＳ　ＰＡ；Ｅ．Ｄ
．トルイジンレッド、リソール・ルビン（Ｒｕｂｉｎｅ）トナー；リソール・スカーレッ
ト４４４０；ボン・レッド（Ｂｏｎ　Ｒｅｄ）Ｃ；ロイヤルブリリアントレッド（Ｒｏｙ
ａｌ　Ｂｒｉｌｌｉａｎｔ　Ｒｅｄ）ＲＤ－８１９２；オラセット（Ｏｒａｃｅｔ）ピン
クＲＦ；パリオゲン・レッド３８７１Ｋ；パリオゲン・レッド３３４０；リソール・ファ
ーストスカーレット（Ｆａｓｔ　Ｓｃａｒｌｅｔ）Ｌ４３００；ヘリオゲン・ブルーＬ６
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９００、Ｌ７０２０；ヘリオゲン・ブルーＫ６９０２、Ｋ６９１０；ヘリオゲン・ブルー
Ｄ６８４０、Ｄ７０８０；スダン（Ｓｕｄａｎ）ブルーＯＳ；ネオペン・ブルー（Ｎｅｏ
ｐｅｎ　Ｂｌｕｅ）ＦＦ４０１２；ＰＶファーストブルー（Ｆａｓｔ　Ｂｌｕｅ）Ｂ２Ｇ
１０；イルガライト（Ｉｒｇａｌｉｔｅ）ブルーＢＣＡ；パリオゲン・ブルー６４７０；
スダンＩＩＩ（レッドオレンジ）；スダンＩＩ（オレンジ）、スダン・オレンジＧ、スダ
ン・オレンジ２２０；パリオゲン・オレンジ３０４０；オルソ・オレンジ（Ｏｒｔｈｏ　
Ｏｒａｎｇｅ）ＯＲ　２６７３；パリオゲン・イエロー１５２、１５６０；リソール・フ
ァーストイエロー０９９１Ｋ；パリオトール（Ｐａｌｉｏｔｏｌ）イエロー１８４０；ノ
ボパーム（Ｎｏｖｏｐｅｒｍ）イエローＦＧＬ；パーマネント・イエローＹＥ　０３０５
；ルモゲン（Ｌｕｍｏｇｅｎ）イエローＤ０７９０；スコ－イエロー（Ｓｕｃｏ－Ｙｅｌ
ｌｏｗ）Ｌ１２５０；スコ－イエローＤ１３５５；スコ・ファーストイエローＤ　１３５
５、Ｄ　１３５１；ホスタパーム（Ｈｏｓｔａｐｅｒｍ）ピンクＥ；ファナル（Ｆａｎａ
ｌ）ピンクＤ４８３０；チンカシア（Ｃｉｎｑｕａｓｉａ）Ｍａｇｅｎｔａ、パリオゲン
・ブラックＬ００８４；ピグメントブラック（Ｐｉｇｍｅｎｔ　Ｂｌａｃｋ）Ｋ８０１；
及びカーボンブラック、例えば、ＲＥＧＡＬ　３３０（登録商標）、カーボンブラック５
２５０、カーボンブラック５７５０が挙げられる。
【００１８】
　インク・ビヒクル材料が、オリゴアルキレンオキシド又はポリアルキレンオキシド基を
有する分子を含む場合、陰イオン性染料、陽イオン性染料、非イオン性染料、両性イオン
性染料のような水溶性染料が使用できる。具体的な例としては、フード染料（Ｆｏｏｄ　
ｄｙｅ）、例えばフードブラック（Ｆｏｏｄ　Ｂｌａｃｋ）１、フードブラック２、フー
ドレッド（Ｆｏｏｄ　Ｒｅｄ）４０、フードブルー（Ｆｏｏｄ　Ｂｌｕｅ）１、フードイ
エロー（Ｆｏｏｄ　Ｙｅｌｌｏｗ）７、ＦＤ＆Ｃ染料、アシッドブラック（Ａｃｉｄ　Ｂ
ｌａｃｋ）染料（番号１、７、９、２４、２６、４８、５２、５８、６０、６１、６３、
９２、１０７、１０９、１１８、１１９、１３１；１４０、１５５、１５６、１７２、１
９４）、アシッドレッド（Ａｃｉｄ　Ｒｅｄ）染料（番号１、８、３２、３５、３７、５
２、５７、９２、１１５、１１９、１５４、２４９、２５４、２５６）、アシッドブルー
（Ａｃｉｄ　Ｂｌｕｅ）染料（番号１、７、９、２５、４０、４５、６２、７８、８０、
９２、１０２、１０４、１１３、１１７、１２７、１５８、１７５、１８３、１９３、２
０９）、アシッドイエロー（Ａｃｉｄ　Ｙｅｌｌｏｗ）染料（番号３、７、１７、１９、
２３、２５、２９、３８、４２、４９、５９、６１、７２、７３、１１４、１２８、１５
１）、ダイレクトブラック（Ｄｉｒｅｃｔ　Ｂｌａｃｋ）染料（番号４、１４、１７、２
２、２７、３８、５１、１１２、１１７、１５４、１６８）、ダイレクトブルー（Ｄｉｒ
ｅｃｔ　Ｂｌｕｅ）染料（番号１、６、８、１４、１５、２５、７１、７６、７８、８０
、８６、９０、１０６、１０８、１２３、１６３、１６５、１９９、２２６）、ダイレク
トレッド（Ｄｉｒｅｃｔ　Ｒｅｄ）染料（番号１、２、１６、２３、２４、２８、３９、
６２、７２、２３６）、ダイレクトイエロー（ＤｉｒｅｃｔＹｅｌｌｏｗ）染料（番号４
、１１、１２、２７、２８、３３、３４、３９、５０、５８、８６、１００、１０６、１
０７、１１８、１２７、１３２、１４２、１５７）、アントラキノン染料、モノアゾ染料
、ジアゾ染料、種々のフタロシアニンスルホン酸塩を含むフタロシアニン誘導体、アザ（
１８）アンヌレン、ホルマザン銅錯体、トリフェノジオキサジン、ベルンアシッド（Ｂｅ
ｒｎａｃｉｄ）レッド２ＢＭＮ；ポンタミン・ブリリアントボンドブルー（Ｐｏｎｔａｍ
ｉｎｅ　Ｂｒｉｌｌｉａｎｔ　Ｂｏｎｄ　Ｂｌｕｅ）Ａ；ポンタミン；カロ（Ｃａｒｏ）
ダイレクトターコイズＦＢＬスープラコンク（Ｓｕｐｒａ　Ｃｏｎｃ．）（ダイレクトブ
ルー１９９）；スペシャル（Ｓｐｅｃｉａｌ）ファーストターコイズ８ＧＬリキッド（ダ
イレクトブルー８６）、イントラボンド（Ｉｎｔｒａｂｏｎｄ）リキッドターコイズＧＬ
Ｌ　（ダイレクトブルー８６）；シバクロン（Ｃｉｂｒａｃｒｏｎ）ブリリアントレッド
３８－Ａ（リアクティブ・レッド（Ｒｅａｃｔｉｖｅ　Ｒｅｄ）４）；ドリマレン（Ｄｒ
ｉｍａｒｅｎｅ）ブリリアントレッドＸ－２Ｂ（リアクティブ・レッド５６）；レバフィ
ックス（Ｌｅｖａｆｉｘ）ブリリアントレッドＥ－４Ｂ；レバフィックス・ブリリアント
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レッドＥ－６ＢＡ、Ｐｒｏｃｉｏｎ　Ｒｅｄ　Ｈ８Ｂ（リアクティブ・レッド３１）；ピ
ラム（Ｐｙｌａｍ）食用Ｄ＆ＣレッドＮｏ．２８（アシッドレッド９２）；ダイレクト・
ブリリアントピンクＢグランドクルード（Ｇｒｏｕｎｄ　Ｃｒｕｄｅ）；カルタソール（
Ｃａｒｔａｓｏｌ）イエローＧＴＦプレスケーキ（Ｐｒｅｓｓｃａｋｅ）；タルトラジン
（Ｔａｒｔｒａｚｉｎｅ）エクストラコンク（Ｅｘｔｒａ　Ｃｏｎｃ．）（ＦＤ＆Ｃ　イ
エローＮｏ．５、アシッドイエロー２３）；カロダイレクト（Ｃａｒｏｄｉｒｅｃｔ）イ
エローＲＬ（ダイレクトイエロー８６）；カルタソール・イエローＧＴＦリキッドスペシ
ャル１１０、Ｄ＆Ｃ　Ｙｅｌｌｏｗ１０号（アシッドイエロー３）；イエローシェード（
Ｙｅｌｌｏｗ　Ｓｈａｄｅ）１６９４８、バサシッド（Ｂａｓａｃｉｄ）ブラックＸ３４
、カルタ（Ｃａｒｔａ）ブラック２ＧＴ；ネオザポン（Ｎｅｏｚａｐｏｎ）レッド４９２
；サビニル（Ｓａｖｉｎｙｌ）ブルーＧＬＳ；ルクソール（Ｌｕｘｏｌ）ブルーＭＢＳＮ
；バサシッド・ブルー７５０、ベルンアシッド・レッド；ポンタミン・ブリリアントボン
ドブルー；ベルンカラー（Ｂｅｒｎｃｏｌｏｒ）Ａ．Ｙ．３４；テロン（Ｔｅｌｏｎ）フ
ァーストイエロー４ＧＬ－１７５；バサシッド・ブラックＳＥ　０２２８；Ｐｒｏ－Ｊｅ
ｔ（登録商標）イエローＩ（ダイレクトイエロー８６）、Ｐｒｏ－Ｊｅｔ（登録商標）マ
ゼンタＩ（アシッドレッド２４９）、Ｐｒｏ－Ｊｅｔ（登録商標）シアンＩ（ダイレクト
ブルー１９９）、Ｐｒｏ－Ｊｅｔ（登録商標）ブラックＩ（ダイレクトブラック１６８）
、Ｐｒｏ－Ｊｅｔ（登録商標）イエロー１－Ｇ（ダイレクトイエロー１３２）を含むＰｒ
ｏ－Ｊｅｔ（登録商標）染料シリーズ、アミニル（Ａｍｉｎｙｌ）ブリリアントレッドＦ
－Ｂ、「無塩（ｓａｌｔ－ｆｒｅｅ）染料のＤｕａｓｙｎ（登録商標）ライン、例えば、
Ｄｕａｓｙｎ（登録商標）ダイレクトブラックＨＥＦ－ＳＦ（ダイレクトブラック１６８
）、Ｄｕａｓｙｎ（登録商標）ブラックＲＬ－ＳＦ（リアクティブ・ブラック３１）、Ｄ
ｕａｓｙｎｅ（登録商標）ダイレクトイエロー６Ｇ－ＳＦ　ＶＰ２１６（ダイレクトイエ
ロー１５７）、Ｄｕａｓｙｎ（登録商標）ブリリアントイエローＧＬ－ＳＦ　ＶＰ２２０
（リアクティブ・イエロー３７）、Ｄｕａｓｙｎ（登録商標）アシッドイエローＸＸ－Ｓ
Ｆ　ＬＰ４１３（アシッドイエロー２３）、Ｄｕａｓｙｎ（登録商標）ブリリアントレッ
ドＦ３Ｂ－ＳＦ　ＶＰ２１８（リアクティブ・レッド１８０）、Ｄｕａｓｙｎ（登録商標
）ローダミンＢ－ＳＦ　ＶＰ３５３（アシッドレッド５２）、Ｄｕａｓｙｎ（登録商標）
ダイレクトターコイズブルーＦＲＬ－ＳＦ　ＶＰ３６８（ダイレクトブルー１９９）、Ｄ
ｕａｓｙｎ（登録商標）アシッドブルーＡＥ－ＳＦ　ＶＰ３４４（アシッドブルー９）、
オラソール（Ｏｒａｓｏｌ）レッドＧ；ダイレクト・ブリリアントピンクＢ；アイゼンス
ピロン（Ａｉｚｅｎ　Ｓｐｉｌｏｎ）レッドＣ－ＢＨ；カヤノール（Ｋａｙａｎｏｌ）レ
ッド３ＢＬ；レバノール（Ｌｅｖａｎｏｌ）ブリリアントレッド３ＢＷ；レバダーム（Ｌ
ｅｖａｄｅｒｍ）レモンイエロー；スピリット（Ｓｐｉｒｉｔ）ファーストイエロー３Ｇ
；アイゼンスピロン・イエローＣ－ＧＮＨ；シリウススープラ（Ｓｉｒｉｕｓ　Ｓｕｐｒ
ａ）イエローＧＤ１６７；カルタソール・ブリリアントイエロー４ＧＦ；ペルガソール（
Ｐｅｒｇａｓｏｌ）イエローＣＧＰ；オラソール（Ｏｒａｓｏｌ）ブラックＲＬ；オラソ
ール・ブラックＲＬＰ；サビニル・ブラックＲＬＳ；デルマカーボン（Ｄｅｒｍａｃａｒ
ｂｏｎ）２ＧＴ；ピラゾール・ブラックＢＧ；モルファスト（Ｍｏｒｆａｓｔ）ブラック
・コンク（Ｃｏｎｃ）Ａ；ジアゾール・ブラックＲＮクアッド（Ｑｕａｄ）；オラソール
・ブルーＧＮ；セブロン（Ｓｅｖｒｏｎ）ブルー５ＧＭＦ；リアクティブ・ブラック染料
、リアクティブ・ブルー染料、リアクティブ・レッド染料、リアクティブ・イエロー染料
を含む種々のリアクティブ染料、並びにこれらの混合物が挙げられる。
【００１９】
　インク・ビヒクル材料が、大きい炭化水素基又はオリゴシロキサン若しくはポリシロキ
サン基を有する分子を含む場合、アルコール可溶性染料のようなソルベント染料が使用で
きる。適切なアルコール可溶性ソルベント染料としては、ネオザポン・レッド４９２；オ
ラソール・レッドＧ；ダイレクト・ブリリアントピンクＢ；アイゼンスピロン・レッドＣ
－ＢＨ；カヤノール・レッド３ＢＬ；レバノール・ブリリアントレッド３ＢＷ；レバダー
ム・レモンイエロー；スピリット・ファーストイエロー３Ｇ；アイゼンスピロン・イエロ
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ーＣ－ＧＮＨ；シリウススープラ・イエローＧＤ１６７；カルタソール・ブリリアントイ
エロー４ＧＦ；ペルガソール・イエローＣＧＰ；オラソール・ブラックＲＬＰ；サビニル
・ブラックＲＬＳ；デルマカーボン２ＧＴ；ピラゾール・ブラックＢＧ；モルファスト・
ブラック・コンクＡ；ジアゾール・ブラックＲＮクアッド；オラソール・ブルーＧＮ；サ
ビニル・ブルーＧＬＳ；ルクソール・ブルーＭＢＳＮ；セブロン・ブルー５ＧＭＦ；バサ
シッド・ブルー７５０、ネオザポン・ブラックＸ５１（Ｃ．Ｉ．ソルベントブラック、Ｃ
．Ｉ．１２１９５）、スダン・ブルー６７０（Ｃ．Ｉ．６１５５４）、スダン・イエロー
１４６（Ｃ．Ｉ．１２７００）、スダン・レッド４６２（Ｃ．Ｉ．２６０５０）が挙げら
れる。
【００２０】
　インクは、電場補助ホットメルト音響インク印刷プロセスのような用途の場合のように
導電性インクが望ましい場合、特に所望の導電率値が着色剤のような他のインク構成成分
の結果として得られない場合には、随意に導電率向上剤を含有できる。いずれの有効な導
電率向上剤も使用できる。適切な導電率向上剤としては、ジアニリン及びビスジアニリン
化合物を含むジアニリン錯体、例えば２，２’－ジチオジアニリン、４，４’－ジチオジ
アニリン、３，３’－メチレンジアニリン、４，４’－メチレンジアニリン、Ｎ－メチル
－４，４’－メチレンジアニリン、４，４’－メチレンビス（２，６－ジエチルアニリン
）、４，４’－メチレンビス（２，６－ジイソプロピル－Ｎ，Ｎ－ジメチルアニリン）、
４，４’－メチレンビス（Ｎ，Ｎ－ジメチルアニリン）、４，４’－メチレンビス（２，
６－ジメチルアニリン）、４，４’－メチレンビス（３－クロロ－２，６－ジエチルアニ
リン）、３，３’－（スルホニルビス（４，１－フェニレン））ジアニリン、４，４’－
（１，３－フェニレンジイソプロピリデン）ビスアニリン、並びにこれらの混合物が挙げ
られ、このジアニリンは、例えばリン含有酸化合物のような導電率誘導リン化合物との錯
体を含み、その具体例としては、フェニルホスフィン酸、ジメチルホスフィン酸、メチル
ホスホン酸、並びにこれらの混合物が挙げられる。その他の導電率向上剤としては、（ジ
エチル－（４－アミノベンジル）ホスホネート、ジエチル－（フタルイミドメチル）ホス
ホネート、ジエチル－（２，２，２－トリフルオロ－１－ヒドロキシエチル）ホスホネー
ト、ジフェニルスクシンイミジルホスフェート、ジヘキサデシルホスフェート、ウンデシ
レン酸亜鉛塩（硬度値６８）；ビス（２，２，６，６－テトラメチル－３，５－ヘプタン
二酸）亜鉛、シクロヘキサン酪酸亜鉛、ステアリン酸亜鉛、メチル－１－アダマンタンス
ルホネート、オクタデシル－４－クロロベンゼンスルホネート、テトラブチルアンモニウ
ムトリフルオロメタンスルホネート、Ｓ，Ｓ’－エチレン－ρ－トルエンチオスルホネー
ト、ピリジニウム－３－ニトロベンゼンスルホネート、ρ－トルエンスルホニルクロリド
、ｏ－トルエンスルホニルクロリド、１－（ｐ－トルエンスルホニル）イミダゾール、１
－（ρ－トルエンスルホニル）－３－ニトロ－１，２，４－トリアゾール、２，４，６－
トリイソプロピルベンゼンスルホニルクロリド、１－（２，４，６－トリイソプロピルベ
ンゼンスルホニル）イミダゾール、１－（２，４，６－トリイソプロピルベンゼンスルホ
ニル）－３－ニトロ－１，２，４－トリアゾール、４－ニトロベンゼンスルホニルクロリ
ド、並びにこれらの混合物が挙げられる。導電率向上剤が存在する場合、それは、任意の
有効量でインク中に存在し、通常、インクの重量に基づいて少なくとも０．２５重量％、
０．５重量％、２重量％、８重量％、又は１３重量％、及び通常、５０重量％以下、４５
重量％、３５重量％、２５重量％、又は２０重量％以下であるが、この量はこれらの範囲
外であってもよい。
【００２１】
　インクは、随意に酸化防止剤を含有することもできる。酸化防止剤は、酸化から画像を
保護し、さらにインク調製プロセスの加熱工程中に酸化からインク構成成分を保護する。
適切な酸化防止剤としては、（これらに限定されないが）２，６－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル
－４－メトキシフェノール、２，４－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－６－（４－メトキシベンジ
ル）フェノール、４－ブロモ－２，６－ジメチルフェノール、４－ブロモ－３，５－ジメ
チルフェノール（didimethylphenol）、４－ブロモ－２－ニトロフェノール、４－（ジエ
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チルアミノメチル）－２，５－ジメチルフェノール、３－ジメチルアミノフェノール、２
－アミノ－４－ｔｅｒｔ－アミルフェノール、２，６－ビス（ヒドロキシメチル）－ρ－
クレゾール、２，２’－メチレンジフェノール、５－ジエチルアミノ－２－ニトロソフェ
ノール、ジアルキルホスホロジチオ酸アンチモン、オキシスルフィドジチオカルバミン酸
モリブデン、（ニッケル－ビス（ｏ－エチル（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒド
ロキシベンジル）ホスホネート、４，４’－メチレン－ビス（ジブチルジチオカルバメー
ト）、Ｎ－（１，２－ジカルボキシエチル）－Ｎ－オクタデシルスルホスクシンアミド酸
四ナトリウム、２，６－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－α－ジメチルアミノ－４－クレゾール、
２，２’－イソブチリデン－ビス（４，６－ジメチルフェノール）、２，２’－メチレン
ビス（６－ｔｅｒｔ－ブチル－４－メチルフェノール）、２，２’－メチレンビス（６－
ｔｅｒｔ－ブチル－４－エチルフェノール）、Ｎ－イソプロピル－Ｎ’－フェニル－フェ
ニレンジアミン、Ｎ－（１，３－ジメチルブチル）－Ｎ’－フェニル－フェニレン－ジア
ミン、Ｎ，Ｎ’－ジ（２－オクチル）－４－フェニレンジアミン、Ｎ，Ｎ’－ビス（１，
４－ジメチルペンチル）－４－フェニレンジアミン、２，４，６－トリス－（Ｎ－１，４
－ジメチルペンチル－４－フェニレンジアミノ）－１，３，５－トリアジン、Ｄ－ラフィ
ノース五水和物、２，２’－メチレンビス（６－ｔｅｒｔ－ブチル－４－メチル－フェノ
ール）、２，６－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－（ジメチルアミノメチル）フェノール、４
－ドデシルレゾルシノール、イルガノックス（Ｉｒｇａｎｏｘ）１０１０、並びにこれら
の混合物が挙げられる。存在する場合、随意的な酸化防止剤は、任意の有効量、通常、イ
ンクの重量に対して少なくとも０．００１重量％、又は０．０１重量％、及び通常、イン
クの重量に対して１、０．５、又は０．２５重量％以下で存在するが、この量はこれらの
範囲外であってもよい。
【００２２】
　インクは、随意にＵＶ吸収剤を含有することもできる。ＵＶ吸収剤は、主にインクによ
って得られた画像をＵＶ劣化から保護する。適切なＵＶ吸収剤としては、これらに限定さ
れないが）、２－アミノ－２’，５－ジクロロベンゾフェノン、２’アミノ－４’，５’
－ジメトキシアセトフェノン、２－ベンジル－２－（ジメチルアミノ）－４’－モルホリ
ノブチロフェノン、４’－ベンジルオキシ－２’－ヒドロキシ－３’－メチルアセトフェ
ノン、４，４’－ビス（ジエチルアミノ）ベンゾフェノン、５－クロロ－２－ヒドロキシ
ベンゾフェノン、４’－ピペラジノアセトフェノン、４’－ピペリジノアセトフェノン、
２－アミノ－５－クロロベンゾフェノン、２－ブロモ－２’，４－ジメトキシアセトフェ
ノン、２－ブロモ－２’，５’－ジメトキシアセトフェノン、２－ブロモ－３’－ニトロ
アセトフェノン、２－ブロモ－４’－ニトロアセトフェノン、３’，５’－ジアセトキシ
アセトフェノン、２－フェニルスルホニルアセトフェノン、３’－アミノアセトフェノン
、４’－アミノアセトフェノン、１Ｈ－ベンゾトリアゾール－１－アセトニトリル、２－
（２Ｈ－ベンゾトリアゾール－２－イル）－４，６－ジ－ｔｅｒｔ－ペンチルフェノール
、１，１－（１，２－エタン－ジイル）ビス（３，３，５，５－テトラメチルピペラジノ
ン）、２，２，４－トリメチル－１，２－ヒドロキノリン、２－（４－ベンゾイル－３－
ヒドロキシフェノキシ）エチルアクリレート、２－ドデシル－Ｎ－（１，２，２，６，６
－ペンタメチル－４－ピペリジニル）スクシンイミド、２，２，６，６－テトラメチル－
４－ピペリジニル／β，β，β’，β’－テトラメチル－３，９－（２，４，８，１０－
テトラオキソスピロ（５，５）－ウンデカン）ジエチル）－１，２，３，４－ブタンテト
ラカルボキシレート、Ｎ－ρ－エトキシカルボニルフェニル）－Ｎ’－エチル－Ｎ’－フ
ェニルホルマジン、６－エトキシ－１，２－ジヒドロ－２，２，４－トリメチルキノリン
、２，４，６－トリス－（Ｎ－１，４－ジメチルペンチル－４－フェニレンジアミノ）－
１，３，５－トリアジン、２－ドデシル－Ｎ－（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピ
ペリジニル）スクシンイミド、Ｎ－（１－アセチル－２，２，６，６－テトラメチル－４
－ピペリジニル）－２－ドデシルスクシンイミド、（１，２，２，６，６－ペンタメチル
－４－ピペリジニル／β，β，β’，β’－テトラメチル－３，９－（２，４，８，１０
－テトラオキソ－スピロ－（５，５）ウンデカン）ジエチル）－１，２，３，４－ブタン
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テトラカルボキシレート、（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジニル）－１，
２，３，４－ブタンテトラカルボキシレート、ジブチルジチオカルバミン酸ニッケル、並
びにこれらの混合物が挙げられる。随意的なＵＶ吸収剤は、存在する場合、任意の有効量
でインク中に存在し、通常、インクの重量に対して少なくとも０．００１重量％、又は少
なくとも０．０１重量％、又はインクの重量に対して１重量％以下、０．５重量％、又は
０．２５重量％以下であるが、この量はこれらの範囲外であってもよい。
【００２３】
　その他のインクへの随意的な添加剤としては、インクの重量に対して、少なくとも１重
量％又は３重量％、或いは４０重量％、２０重量％、又は１０重量％以下の量であるが、
この量はこれらの範囲外であってもよい粘着付与剤、例えば水素化アビエチン（ロジン）
酸のグリセロールエステルであるＦＯＲＡＬ（登録商標）８５、ヒドロアビエチン（ロジ
ン）酸のペンタエリスリトールエステルであるＦＯＲＡＬ（登録商標）１０５、フタル酸
のヒドロアビエチン（ロジン）アルコールエステルであるＣＥＬＬＯＬＹＮ（登録商標）
２１、水素化アビエチン（ロジン）酸のトリグリセリドであるＡＲＡＫＡＷＡ　ＫＥ－３
１１樹脂、合成ポリテルペン樹脂、例えばＮＥＶＴＡＣ（登録商標）２３００及びＮＥＶ
ＴＡＣ（登録商標）８０、改質された合成ポリテルペン樹脂であるＷＩＮＧＴＡＣＫ（登
録商標）８６、インクの重量に対して少なくとも０．５重量％、５重量％、又は１０重量
％、或いはインクの重量に対して５０重量％以下、４０重量％以下、又は２０重量％以下
の量であるが、この量はこれらの範囲外であってもよい接着剤、例えばＶＥＲＳＡＭＩＤ
（登録商標）７５７、７５９、又は７４４、インクの重量に対して少なくとも０．５重量
％、通常、２０重量％以下、又は１０重量％以下の量であるが、この量はこれらの範囲外
であってもよい可塑剤、例えばＵＮＩＰＬＥＸ（登録商標）２５０、商標名ＳＡＮＴＩＣ
ＩＺＥＲ（登録商標）として市販されているフタル酸エステル可塑剤、例えばジオクチル
フタレート、ジウンデシルフタレート、アルキルベンジルフタレート（ＳＡＮＴＩＣＩＺ
ＥＲ（登録商標）２７８）、ＫＰ－１４０（登録商標）、トリフェニルホスフェート、Ｍ
ＯＲＦＬＥＸ（登録商標）１５０、ジシクロヘキシルフタレート、トリオクチルトリメリ
テートが挙げられる。
【００２４】
　インクは、直接及び間接（オフセット）印刷インクジェット用途のための装置で使用す
ることができる。別の実施形態は、インクジェット印刷装置に本開示のインクを組み込む
ステップと、このインクを溶融するステップと、この溶融したインクの液滴を記録基材上
に画像様パターンに噴射させるステップとを含むプロセスに関する。幾つかの実施形態に
おいて、この基材は、最終記録シートであり、溶融インクの液滴は最終記録シート上に直
接画像様パターンで噴射される。別の実施形態は、本開示のインクをインクジェット印刷
装置に組み込むステップと、このインクを溶融するステップと、この溶融したインクの液
滴を中間転写部材上に画像様パターンに噴射させるステップと、中間転写部材から最終記
録基材に画像様パターンのインクを転写するステップとを含むプロセスに関する。１つの
実施形態では、印刷装置は、インクの液滴が圧電振動子の振動によって画像様パターンで
噴射される圧電印刷プロセスを使用する。幾つかの実施形態において、中間転写部材は、
最終記録シートの温度より高く、かつ印刷装置内の溶融インクの温度より低い温度まで加
熱される。本開示のインクは、他のホットメルト印刷プロセス、例えば、ホットメルト音
響インクジェット印刷、ホットメルト熱インクジェット印刷、ホットメルト連続スチーム
又は偏向インクジェット印刷などに使用することもでき、或いはホットメルトインクジェ
ット印刷プロセス以外の印刷プロセスで使用することもできる。
　いかなる適切な基材又は記録シートを使用することもでき、それらとしては普通紙、罫
線入りノート紙、ボンド紙、シリカコーティング紙、透明材料、布地、繊維製品、プラス
チック、ポリマーフィルム、金属及び木材といった無機基材が挙げられる。
　以下は、置換されたアミノピリミドン分子を製造するための手順の例示である。
【実施例１】
【００２５】
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　２－アミノ－６－メチル－４－ピリミドンの合成は、文献の方法（Ｈｉｒｓｃｈｂｅｒ
ｇ他，Ｍａｃｒｏｍｏｌｅｃｕｌｅｓ，１９９９年，３２巻，２６９６－２７０５頁）に
従って調製した。１リットルの丸底フラスコに、不活性アルゴン雰囲気下、６５０ミリリ
ットルの乾燥エタノール及び９０．０８グラム（０．５モル）の炭酸グアニジンを添加し
た。その後、良く攪拌しながら、２時間かけて１３０．１７グラム（１モル）のエチルア
セトアセテートを滴下し、その後加熱して混合物を１５時間還流させた。次いで混合物を
室温まで冷却し、８００ミリリットルの脱イオン水を徐々に添加して生成物を沈殿させた
。その後真空ろ過及び冷アセトンでの洗浄により収率６８％で予想生成物（ｍｐ３１１℃
）を得た。全ての物理的特性は報告されている特性に一致していた。
　融点を低下させるために複素環の６位における置換パターンを変更するには、最近報告
された文献のβ－ケトエステルの調製手順（Ｙｕａｓａ，Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｐｒｏｃｅｓ
ｓ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ　ａｎｄ　Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ，１９８８年，２巻，４１２－
４１４頁）を適用するのが好都合である。この手順により、広範な種々の４－置換アルキ
ルアセテート（４－置換基は酸塩化物から誘導される）に素早く到達でき、それを上述の
反応に組み込んで、その６位に種々の置換パターンを有する２－アミノ－４ピリミドンを
得ることができる。
【実施例２】
【００２６】
　２００ミリリットルのトルエンに、３７．８グラム（０．２４モル）の酸化バリウムを
添加した。水（０．５ミリリットル）の添加及び激しい攪拌による活性化の後、メチルア
セトアセテート（９２．９グラム、０．８モル）を２５℃から３０℃で１時間かけて滴下
した。この溶液に塩化ヘキサデカノイル（５４．９グラム、０．２モル）を同じ温度で１
時間かけて滴下し、攪拌をさらに１時間続けた。メタノール（１５グラム、０．４７モル
）を反応混合物に添加し、次いでそれを１６時間攪拌した。反応混合物のｐＨを５％硫酸
溶液を用いて１に調節し、不溶性のバリウム塩をろ過して除去した。有機ろ液を５％重炭
酸ナトリウムで洗浄し、続いて塩水で洗浄した。溶媒をロータリーエバポレータで除去し
、生成物であるメチル３－ケト－オクタデカノエートを、真空蒸留によって低溶融固体（
５４℃）として収率７５％で得た。全く同様のやり方で、塩化デカノイルからメチル３－
ケト－ドデカノエートを調製した。
【実施例３】
【００２７】
　実施例１のエチルアセトアセテートをメチル３－ケト－オクタデカノエートで置き換え
て２－アミノ－６－ペンタデシル－４－ピリミドンを得た。さらに低溶融の４重水素結合
含有材料を得るために複素環の５及び６位における置換パターンを変更するには、ジ－ア
ルキルβ－ケトエステルを（Ｆａｒｍａｃｏ，２００３年，５８巻，８５－８９頁又はＴ
ｅｔｒａｈｅｄｒｏｎ，１９７９年，３５巻，２５９５－２６００頁）に従って合成する
ことができる。この手順により、広範な種々の２，４－ジアルキル置換アルキルアセテー
ト（その２－置換は、Ｆａｒｍａｃｏの手順では酸塩化物から、又はＴｅｔｒａｈｅｄｒ
ｏｎの手順ではハロゲン化アルキルから誘導される）に到達でき、それを上述の反応に組
み込んで、その５及び６位の環位置に様々な置換パターンを有する２－アミノ－４ピリミ
ドンを得ることができる。
【実施例４】
【００２８】
　パルミチン酸エチル（１０グラム、０．０３５モル）を１９．２ｍＬのリチウムジイソ
プロピルアミドの２Ｍ　ＴＨＦ溶液（０．０３８モル）で処理した。溶液を周囲温度で２
時間攪拌した。溶液に塩化ヘキサデカノイル（９．９グラム、０．０３８モル）を同じ温
度で滴下し、攪拌をさらに１時間続けた。溶媒をロータリーエバポレータで除去して、生
成物であるエチル３－オキソ－２－トリデシルオクタデカノエートをエタノールから再結
晶させた。
【実施例５】
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【００２９】
　実施例１の方法において実施例４の生成物であるエチル３－オキソ－２－トリデシルオ
クタデカノエートを用いて、２－アミノ－５－テトラデシル－６－ペンタデシル－４－ピ
リミドンを得た。
【実施例６】
【００３０】
　（比較例）
　還流冷却器を装着した２５０ｍＬの丸底フラスコの中で、ピリジン（５０ｍＬ）中に１
１，１２－ビス（８－イソシアナトオクチル）ドコサン（二量体ジイソシアネート，Ｃｏ
ｇｎｉｓ　Ｃｏｒｐ．）（１１．７４ｇ、１９．０３ミリモル）及び２－アミノ－６－メ
チルピリミジン－４（１Ｈ）－オン（５ｇ、４０．０ミリモル）を添加して白色懸濁液を
得た。この混合物をアルゴン下９５℃に加熱し、２４時間攪拌した。ピリジンを除去し、
残渣をクロロホルム中に回収した。濁った溶液をろ過し、得られた透明溶液を約１００ｍ
Ｌに濃縮して、粘稠な溶液をＭｅＯＨの高速攪拌溶液（１．５Ｌ）に注ぎ、白色固体を形
成させた。この白色粉末を真空ろ過によって回収し、５０度で２４時間乾燥して、１，１
’－（９，１０－ジデシルオクタデカン－１，１８－ジイル）ビス（３－（６－メチル－
４－オキソ－１，４－ジヒドロピリミジン－２－イル）尿素）（１４．８ｇ）を得た。
【実施例７】
【００３１】
　２５０ｍＬの丸底フラスコの中で、ピリジン５０ｍＬ中に２－アミノ－６－ノニルピリ
ミジン－４（１Ｈ）－オン（１．８８ｇ、７．９２ミリモル）を添加し、白色懸濁液を得
た。この混合物を５０℃に加熱した。５～１０ｍＬピリジン中に１１，１２－ビス（８－
イソシアナトオクチル）ドコサン（２．３２７ｇ、３．７７ミリモル）を溶解させ、混合
物に一度に添加した。反応を７５℃まで加熱し、２４時間攪拌した。ピリジンを除去し、
残渣をクロロホルム中に回収し、粘稠な溶液をＭｅＯＨの高速攪拌溶液（５００ｍＬ）に
滴下し、そこで白色固体を形成させた。この溶液をデカントし、残渣をＭｅＯＨ（１００
ｍＬ）中に回収し、高速で１時間攪拌した。生成物を真空ろ過により回収し、減圧乾燥し
、４ｇの１，１’－（９，１０－ジデシルオクタデカン－１，１８－ジイル）ビス（３－
（６－ノニル－４－オキソ－１，４－ジヒドロピリミジン－２－イル）尿素）を得た。
【実施例８】
【００３２】
　還流冷却器を装着した２５０ｍＬの丸底フラスコの中で、ピリジン（５０ｍＬ）中に１
１，１２－ビス（８－イソシアナトオクチル）ドコサン（二量体ジイソシアネート，Ｃｏ
ｇｎｉｓ　Ｃｏｒｐ．）（５．１８ｇ、８．３９ミリモル）及び２－アミノ－６－ペンタ
デシルピリミジン－４（１Ｈ）－オン（５．６７ｇ、１７．６３ミリモル）を添加し、白
色懸濁液を得た。混合物をアルゴン下７５℃に加熱し、２４時間攪拌した。ピリジンを除
去し、残渣をクロロホルム中に回収した。濁った溶液をろ過し、得られた透明溶液を５０
ｍｌに濃縮し、粘稠な溶液をＭｅＯＨの高速攪拌溶液（１Ｌ）に注ぎ、そこで白色固体を
形成させた。固体をろ過によって回収し、２４時間減圧乾燥して、１０．５ｇの１，１’
－（９，１０－ジデシルオクタデカン－１，１８－ジイル）ビス（３－（４－オキソ－６
－ペンタデシル－１，４－ジヒドロピリミジン－２－イル）尿素）を得た。
【実施例９】
【００３３】
　１００ｍＬの丸底フラスコの中で、ピリジン４０ｍＬ中に２－アミノ－５－ペンタデシ
ル－６－テトラデシルピリミジン－４（１Ｈ）－オン（０．８３４ｇ、１．６１０ミリモ
ル）を添加し、白色懸濁液を得た。混合物を５０℃に加熱した。１１，１２－ビス（８－
イソシアナトオクチル）ドコサン（０．４７３ｇ、０．７６７ミリモル）を５ｍＬのピリ
ジンに溶解させ、一度に混合物に添加した。反応を７５℃に一晩加熱した。ピリジンをロ
ータリーエバポレータで除去した。生成物を、３％のＭｅＯＨ／ＣＨ2Ｃｌ2を用いてシリ
カゲルを通してカラムクロマトグラフィによって精製して、１ｇの１，１’－（９，１０
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－ジデシルオクタデカン－１，１８－ジイル）ビス（３－（４－オキソ－６－ペンタデシ
ル－５－テトラデシル－１，４－ジヒドロピリミジン－２－イル）尿素）を得た。
【実施例１０】
【００３４】
　黒色固体インク組成物を、３０グラムのＵＮＡＣＩＤ５５０及び５グラムの実施例７の
生成物と、２グラムの酸化防止剤ＮＡＵＧＡＲＤ５２４と、２グラムの着色剤サビニル（
Ｓａｖｉｎｙｌ）ブラックＲＬＳとを混合することによって調製する。この混合物を１４
０℃の温度まで加熱し、この温度で少なくとも１時間攪拌して均質な混合物を形成する。
その後、この混合物を２５℃に冷却して黒色固体インクを得る。
【実施例１１】
【００３５】
　黒色インク組成物を、２０グラムのＵＮＡＣＩＤ５５０及び２０グラムの実施例８の生
成物と、２グラムの酸化防止剤ＮＡＵＧＡＲＤ５２４と、２グラムの着色剤サビニル・ブ
ラックＲＬＳとを混合することによって調製する。この混合物を１４０℃の温度まで加熱
し、この温度で少なくとも１時間攪拌して均質な混合物を形成する。その後、混合物を２
５℃に冷却して黒色固体インクを得る。
【実施例１２】
【００３６】
　黒色固体インク組成物を、５グラムのＵＮＡＣＩＤ５５０及び３５グラムの実施例９の
生成物と、２グラムの酸化防止剤ＮＡＵＧＡＲＤ５２４と、２グラムの着色剤サビニル・
ブラックＲＬＳとを混合することによって調製する。この混合物を１４０℃の温度まで加
熱し、少なくとも１時間この温度で攪拌して均質な混合物を形成する。その後、混合物を
２５℃に冷却して黒色固体インクを得る。
【００３７】
　実施例６から実施例９までの材料の熱特性（溶融温度）を、示差走査熱量測定（ＤＳＣ
）を用いて分析した。試料を１０℃／分での加熱－冷却－加熱サイクルにかけ、報告され
る溶融温度は第２の熱サイクルの吸熱溶融転移の頂点から得たものである。

表１

　実施例６から実施例９を、ＲｈｅｏｍｅｔｅｒｉｃｓＲＦ５３流体分光計で、コーン－
プレート形状（２５ｍｍ）及び公称ギャップ２０ミクロンで複素粘度について分析した。
ゼロずり粘度を温度の関数として測定し、選択された温度における粘度を表２に示す。

表２

　実施例６～９の機械的特性は、Ｈｙｓｉｔｒｏｎ　Ｔｒｉｂｏｉｎｄｅｎｔｅｒ（登録
商標）を用いたナノ押し込み実験によって測定した。表３に示されるように、各実施例の
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減少した弾性率はコンプライアンス法を用いて非荷重材料応答から測定し、硬度は、最大
接触荷重を、既知の先端部の形状関数（ｓｈａｐｅ　ｆｕｎｃｔｉｏｎ）から得られる対
応の突出部面積で割ったものとして計算した。実験は室温で行った。

表３



(19) JP 5574255 B2 2014.8.20

10

20

フロントページの続き

(72)発明者  タイラー　ノーステン
            カナダ　エル６エム　４エックス５　オンタリオ　オークヴィル　ダンフォレスト　クレッセント
            　２３２６
(72)発明者  キャロライン　エム　テュレック
            カナダ　エル８ピー　４アール６　オンタリオ　ハミルトン　ロビンソン　ストリート　１４０　
            ＃１４０１
(72)発明者  スティーブン　ヴィー　ドラッペル
            カナダ　エル５エイチ　３アール２　オンタリオ　ミシソーガ　レイクショア　ロード　ウェスト
            　１７０８－１５０
(72)発明者  キャシー　エル　デ　ジョン
            カナダ　エル６エイチ　６イー８　オンタリオ　オークヴィル　ロッキンガム　ドライヴ　２２０
            ９

    審査官  吉田　邦久

(56)参考文献  米国特許出願公開第２００４／００６５２２７（ＵＳ，Ａ１）　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｃ０９Ｄ　　１１／３４　　　　
              Ｂ４１Ｍ　　　５／００　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	overflow

